



明治の新政治が誕生した元年（ 1 8 6 8 年）から現在までを近代と一般ではに言われて
いる。なぜなら、 1 8 6 8 年という年は、日本にとって大きな転換点に当たる明治維新の
行われた年でもあったからだ。これを境に日本は武士階級を中心とした江戸時代と呼ばれ
る封建社会から、近代的な社会に急速に変化していくことになる。 特に、 1 8 6 8 年か































A. 明治時代 1 8 6 8 年一 1 9 1 2 年


























書きはじめるが、やがて教職をやめて 1 9 0 7 年から朝日新聞者の専属の作家になったの
である。 1 9 1 6 年になくなるまでの約 1 0 年間に、日本人の運命や人間のエゴイズムの
問題を扱った優れた作品を次々と発表していった。激石の作品は入社第一作『虞美人草』
の後、 『三四郎』 『それから』『門』の初期三部作、そして『彼岸過迄』『行人』 『ここ
ろ』の後期三部作、自然主義風の作品『道草』などを書き、最後の長編『明暗』は末完で
終わった。






















B. 大子年代 l 9 1 2 年一 1 9 2 6 年





















2 、芥川龍之介一明治二十五年（1 8 9 2 年）一昭和二年（ 1927)
芥川龍之介は、新思潮派を代表する作家の一人である。辰年辰月辰日に生まれたから龍
之介と命名された。早くから江戸の古典に親しんでいた芥川は『今昔物語』などに材を取
























c. 昭和年代 1 9 2 6 ー 1 9 8 9 年











こがれは川端作品の基調になっている。 『雪国』 ( 1 9 3 4 年一 1 9 3 7 年）は「国境の
長いトンネルを抜けると雪［重であったJ という官頭でよく知られ、 『伊豆の踊子』ととも
に川端の代表作である。ほかには『千羽鶴』 ( 1 9 5 1 年） 『山の音』 (1 9 5 4 年J は
作者の伝統的美意識を背景に、繰り広げられる反道穂的な恋愛や死の不安を扱った戦後作









名前があったとしても、 「コモン君J や「カノレマ氏J などの作品が示したように、名前は






3 、大江健三郎一昭和十年～ ( 1 9 3 5 年～）
大江健三郎は政治性や社会を含めて新たに人間の社会をとらえようと試み、 2 2 歳で








1 9 6 0 年代から 1 9 9 0 年代にかけて大江健三郎は、その目次を見るだけでも自らそ














































1 、秋山・三好行雄（ 1992) 標準・三訂・日本文学史 文英堂
2 、犬養廉・神保五蒲・浅井清（ 1992) 詳解・日本文学史 桐原書店
3 、吉野孝雄・宮原俊二 (1996) 日本文学ガイド｛近代文学編｝ 河出書房新社
4 、ドナルド・キーン（ 1996) 日本文学の歴史 1 1 中央公論社
5 、中村泰行（ 1995) 大江健三郎文学野軌跡 新日本出版社
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